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OK Class
『第7戦：坂野太絃がポールtoウィン』

OKクラスには、17人が参戦。雨はやんだものの、路面は以前ウェットのまま。多くがウェット
タイヤで公式練習〜タイムトライアルに臨んだ。タイムトライアルトップとなったのは、APGで
の経験も豊富な坂野太絃（TEAM EMATY）。テストでの好調をそのまま持ちこみトップタイム
をマークする。2番手には横山輝翔（HIROTEX RACING）、3番手に菊池貴博（K.SPEED 
WIN）と続く。
決勝では坂野が好スタートでトップをキープ。2番手に横山とグリッド通りのオーダーで序盤

が進んでいく。2周目を終えるところで、最終コーナーで佐藤蓮（Tony Kart R.T.J.）がク
ラッシュを喫しリタイアとなる。
トップの坂野は、後続を寄せ付けないままに周回を重ねていく。2番手横山も単独での周回

となり、その後方にランキングトップの松居寿來（K.SPEED WIN）が上がってくるも、横山に
追いつくことはできない。トップ3は大きな動きもなくそのままラップを消化。一度もトップを
譲らなかった坂野が、OKクラス初優勝を飾った。

優勝ドライバー： 坂野 太絃 （No.88 TEAM EMATY）
「めっちゃ嬉しいです。今まで自分のミスで勝てないこともあったので、今日は勝ててよかった
です。スタートして前に出てからは自分のペースで走れました。午後も頑張ります。」

『第8戦：坂野太絃が勢いに乗り2連勝！』

第8戦、PPには坂野、2番手に横山と並ぶグリッド。
スタートは今回も坂野が先行しホールショットを奪う。2番手には、坂野の後方3番グリッドス

タートの松居が上がり、上位陣は等間隔で並ぶように、それぞれが単独走行となる。坂野が逃
げるが、2番手の松居もペースよく追いかけ、坂野を一定間隔で追い続ける。しかし、そのプ
レッシャーを跳ね除け、安定した走行を続けた坂野が、今回もトップを譲らず御殿場大会完全
勝利となる独走優勝で2連勝を飾った。

優勝ドライバー： 坂野 太絃 （No.88 TEAM EMATY）
「めっちゃ嬉しいです。TTではウェットで調子が良くなく、チームとタイヤを相談して対処しま
した。そこから流れが良くなり連勝できたのだと思います。今回のレースで自信が着いたので、
鈴鹿も勝ちたいと思います。」



『第7戦：北村紳が接戦を制し優勝！』

ジュニアクラスは8台の参加。TTでは、飯田一仁（TAKAGI PLANNING）が他をコンマ7秒
引き離す驚異的なタイムを叩き出しトップタイムを獲得する。2番手に地元の藤原迪永（SD-
STYLE）、3番手に久田朱馬（ガレージC）がつける。
予選ヒートでは藤原が僅差のバトルを制しトップチェッカー。2番手に飯田、3番手には今村

昴星（Vitec Racing）が浮上する。
18周の決勝ヒート。スタートで飛び出したのは藤原。それを飯田、今村がマークする。飯田は

オープニングラップにトップを奪うと、ラップリーダーを記録し続ける。後方には今回からチー
ムを移籍した北村紳（TEAM EMATY）、藤原、今村らが続き、レースは混戦へとかわっていく。
終盤へ向けて目まぐるしく順位を入れ替えるトップグループ。最終ラップには飯田が先頭で

入っていくが、そこに仕掛けたのが藤原。3コーナーでインに飛び込むが飯田を押し出す形と
なり、ともに後退。北村がトップに立ち、その後の要所を抑えチェッカー、混戦を制し優勝を
飾った。

優勝ドライバー： 北村 紳 （No.25 TEAM EMATY）
「勝ててうれしいです。前半、飯田選手が速くて追いつけないかと思いましたが、藤原選手らの
スリップも使って追いつくことができました。」

『第8戦：今村昴星が初優勝！』

第8戦PPは北中一季（HIROTEX RACING with IMPUL）、2番手に新橋武（Sigma 
Racing）が並ぶ。
スタートでは3番グリッドの藤原が好ダッシュでホールショットを獲得。序盤は藤原、今村、新

橋らがトップ争いを展開する。激しく順位を入れ替えるバトルとなるが、中盤以降は今村が
トップを走り、後続のポジション争いを尻目にリードを広げていく展開となる。
終盤はトップの今村が独走、2番手争いが藤原と新橋との一騎打ちとなり、最後まで目の離

せないバトルが続く。今村は、最後まで安定した周回を重ね初優勝のチェッカーへ。2番手には
最終ラップで逆転した新橋、藤原は3位となった。
また今大会終了時点のランキングによるIAME世界大会出場権は、飯田一仁が獲得した。

優勝ドライバー： 今村 昴星 （No.33 Vitec Racing）
「めっちゃ嬉しいです。前を抜いて1位を獲ることだけに集中していました。鈴鹿は得意なので
頑張ります。」

Junior Class



『第7戦：加納康裕が3勝目を獲得！』

カデットクラスは22台が参加。タイムトライアルでは前週にAPGで行われた日本カート協会
主催の合宿でも活躍を見せた横井愛到（TEAM EMATY）がトップタイム。2番手に鈴木秀弥
（チームTKC）、3番手に加納康裕（TOPLABO）が続く。
予選ヒートでは横井がやや後続を引き離す形でトップチェッカー。鈴木が2番手、3番手には

丹羽舜也（LUCE MOTOR SPORTS）が上がってくる。
14周の決勝。横井がホールショットを獲得し、後方に丹羽、鈴木と続いていく。早めに仕掛け

た丹羽はオープニングラップにトップを奪うが、その後は次々とトップ入れ替わっていく展開
となる。トップ争いが大きく動いたのは8周目。最終コーナーで飛び込んだ丹羽が、前の横井
を押してしまい、横井はスピン。再スタートするものの大きく遅れることとなる。
先頭は丹羽となるが、鈴木、加納らが次々と襲いかかり、12周目には加納が先頭に躍り出る。

その後、鈴木が前に出る場面もあったが、最後は加納が競り勝ち今季3勝目を獲得した。

優勝ドライバー： 加納 康裕 （No.8 TOPLABO）
「スタートで外側列が遅れたので、順位を上げられました。勝てるとは思っていなかったので
すが良かったです。次ももっとバトルして勝ちたいです。」

『第8戦：鈴木秀弥が劇的な逆転！』

第8戦のPPは連勝を狙う加納。2番手に鈴木、3番手に初登場の吉峯瑛太（Garege茶畑）、
4番手に丹羽と続く。スタートで先頭に出たのは鈴木。2番手に加納が続き、一度はトップに立
つが、今回はペースが上がらないのか、その後後退。かわって丹羽が先頭でレースを引っ張っ
ていく。丹羽の後方に鈴木が続くが、なかなか仕掛けることができず周回が消化されていく。
このまま丹羽が初優勝かと思われた最終ラップ。最終コーナーの僅かな隙間を見逃さなかっ

た鈴木が、インに飛び込み逆転。劇的な展開で今季3勝目をマークした。

優勝ドライバー： 鈴木 秀弥 （No.87 チームTKC）
「最高でした。とにかく抜いていこうと思って走っていました。一気にポジションを落とさない
ように気を付けていました。鈴鹿も頑張ります。」

Cadets Class



『第7戦：ロニー・クインタレッリが逆転優勝！』

シフタークラスは９台がエントリー。今回は、普段ここAPGでトレーニングでカートに乗って
いるロニー・クインタレッリ（EXGEL MOTORSPORT）も登場した。TTトップタイムは横山優
之介（TAKAGI PLANNING）が獲得。２番手に松田次生（NEXTBIRTH with HKC）、３番
手に今季初登場となるディフェンディングチャンピオン伊藤聖七（Ash）、ロニー・クインタレッ
リは４番手を獲得する。
14周と少ない周回となった第7戦決勝、スタートでは松田が絶妙なダッシュを見せトップに

立つ。2番手には伊藤が続くが、3周目の最終コーナーでロニー・クインタレッリが2番手を奪う。
その後は、かつてのGTチームメイト同士のトップ争い。しかし、勢いに勝っていたのはロニー・
クインタレッリ。7周目の5コーナーで松田をかわしトップに立つと、その後はリードを広げてい
く。2番手には伊藤が上がってくるが、ロニー・クインタレッリを追いかけるほどのペースはな
く、最後まで独走で逃げ切ったロニー・クインタレッリが、初登場初優勝を飾った。

優勝ドライバー： ロニー・クインタレッリ （No.13 EXGEL MOTORSPORT）
「もう心拍数は200を超えているよ（笑） 前日まで何度練習をしてもうまくいかず不安だった
スタートが、周囲のアドバイスもあってうまくできたことが大きな勝因です。もう全てを出し切
りました。」

『第8戦：大和田海翔が優勝で世界大会出場権獲得！』

第8戦のPPはロニー・クインタレッリ、2番手にランキングトップの大和田海翔（HRT-CSI 
Racing）、3番手に松田が並ぶ。スタートはアウト側の大和田が好ダッシュを見せホールショッ
トを獲得。2番手に大和田夢翔（HRT-CSI Racing）、3番手にロニー・クインタレッリが続く。
連勝を狙うロニー・クインタレッリは8周目に2番手、9周目にはトップへと順位を上げてくる

が、その直後にマシントラブルによりスローダウン。そのままピットに戻りリタイアとなる。
これで再びトップとなった大和田海翔は、後続の接近を許さずに快走。最後までリードを保

ち今季2勝目を獲得。同時に、今大会終了時点のランキングトップに与えられるRok世界大会
への出場権を獲得した。

優勝ドライバー： 大和田 海翔 （No.86 HRT-CSI Racing）
「プロドライバーにカートでは負けたくない一心で抜きました。前回は独走でしたが、今回はバ
トルを制して勝つことができ嬉しいです。」

Shifter Class



Point Standings – OK
※有効ポイント：全10戦中8戦



※有効ポイント：全10戦中8戦

Point Standings – Junior



※有効ポイント：全10戦中8戦

Point Standings – Cadets



※有効ポイント：全10戦中8戦

Point Standings – Shifter



MORE DETAIL https://www.gpr-race.com/

NEXT ROUND SUZUKA CIRCUIT SOUTH COURSE
2026.11.14 (Sat) - 15 (Sun)

Point Standings – TEAM
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